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 ９月１３日(土)に南極観測船「しらせ」と火星観測会を実施しました(希望者のみ) 

 

南極観測船「しらせ」 
一般公開終了後、海上自衛隊の方に案内していただき「しらせ」に乗船しました。観

測隊員用食堂において「しらせ」の説明を聞いた後、船内を見学してきました。 

 しらせ乗船    観測隊員用食堂   甲板 (ﾍﾘﾎﾟｰﾄ) 

搭載ヘリ(S-61A)   南極の石      観測室 

 
◆思っていたよりも「大きい」と感じた 

◆船の設備が整っていて日常生活に不自由しないと思った 

◆船の中がすべて揺れてもいいように設計されているのに驚いた 

◆60 度まで傾いても復元できるということに驚いた 

◆南極で荷物を運ぶためにヘリコプターを乗せているのには驚き、また救助をすることもある

と聞いたときは単に南極を観測するだけではないのだと思った。 

◆ビデオや館内を見せてもらい、｢しらせ｣のしている仕事が良くわかり勉強になった 

◆長い間家族と離れて生活するのは寂しいだろうなと感じた 

◆船内にある写真を見て、南極へ行きオーロラやペンギンを生で見てみたいと思った 

 

「火星観測」 
台風の影響で残念ながら火星を観察することはできま

せんでした。プラネタリウムでの星座学

習及び撮影された火星の映像などを見な

がら専門員による講義を受けてきました。 

 

★ボタン一つで動く立派な望遠鏡を
・ ・ ・ ・

見ることができてよかったけど、その望 

遠鏡で火星を見たかった・・・・・ 

★星が見られなかったのは残念でしたが、プラネタリウムで星や火星に関す 

ることについて勉強ができよかったと思います 

        ★屋上から見た金沢・松任の夜景がすごくきれいだった 

★リベンジ・・・じゃないけど、もう一度星の観測会を計画してほしい 
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第 1号でお知らせした｢つくばサイエンスツアー｣の実施が決定しました。 
 第 1 号発行直後、ＪＳＴより計画どおり実施しても良いという電話連絡がありまし

た。今後は実施に向け、ＪＳＴによる業者選定が行われます。業者が決定次第、詳細

について詰めていく作業に取りかかる予定です。 

 また「修学旅行」と違い「研修旅行」ですので、より実りある研修にするための事

前学習を進めていきます。 

 

 

 

 実験実習に使用する白衣を購入（個人負担）しました。これで制服が汚れるのを気

にせず、実験実習を行うことができます。 

 

 

 

 生物・保健・家庭・倫理の融合科目として創られた学校

設定科目「人間科学」の授業が４月から行われています。 

 その中で「有性生殖とは何か、性と死が進化を可能にし

た」及び「思春期と性・結婚」についてＴ.Ｔ.による授業

が行われました。 

 

 

 

 ＪＳＴへ購入要求していた研究開発図書が納品されま

した。また、ＪＳＴへ要求したものの科学技術に関する

ものではないと却下された図書については、同窓会のご

好意により購入していただくことができました。図書室

及びＳＳＨ室において閲覧・貸出を行いますのでご活用ください。 

 

予 告 

◎第３回校内ＳＳＨ推進委員会を９月２９日(月)に開催します。 

◎そろそろ来年度の予算要求に向けての準備作業に取り掛かる予定にしています。つ

きましては、購入希望物品等の調査を近々実施したいと思いますのでご協力お願い

いたします。 

 

 
 生徒の声がきっかけで「しらせ＆火星観測会」が実施されました。あいにくの空模

様で残念ながら火星を見ることはできませんでした。しかし、積極的な生徒の声でこ

のような行事を計画し実施することができたことを嬉しく思います。これからも生徒

の声に耳を傾け、可能な限り色々な計画を立てていけたらなあと思っています。 

 第１号、第２号と「ＳＳＨたより」を発行しＳＳＨ事業の報告をさせていただきま

した。少しは『今ＳＳＨが何をしているのか』をわかっていただけたかと思っており

ますが・・・、いかがでしょうか？ 

同窓会寄贈図書 


